
1.　はじめに

第 7 回 JAPAN コンストラクション国際賞を
受賞しました「タイ国電子基準点に係る国家デー
タセンター能力強化及び利活用促進プロジェク
ト」について紹介します。

プロジェクトの名称に含まれている“電子基準
点（Continuously Operating Reference Stations 
：CORS ）” は，GPS 等 の 衛 星 測 位 シ ス テ ム

（GNSS）を観測する測量用の施設です。日本では
測量や地殻変動の監視のため，国土地理院が約 30
年前に世界に先駆けて整備しました。今では，
ICT 施工やスマート農業，天気予報にも活用さ
れ，国土の情報インフラとなっています（図－ 1）。

本プロジェクトは，日本国内外で地理空間情報

サービスを提供する株式会社パスコ，国際航業株
式会社，日本で電子基準点を利用した高精度測位
データの配信事業を行っている株式会社ジェノバ

（以上 3 社が本賞に応募）及び開発コンサルタン
トの株式会社建設技研インターナショナルの技術
者が，表－ 1に示すタイのカウンターパートと共
に，多くの方々の協力を得て 3 年半にわたって実
施した JICA の技術協力プロジェクトです。

日タイ関係者が One Team となって，
タイの電子基準点の統合と利活用を促進
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図－ 1　日本の電子基準点網（GEONET）
出典：国土地理院資料を編集

表－ 1　カウンターパート等一覧（敬称略）

タイ国カ
ウンター
パート

王立測量局，地理情報・宇宙技術開発機関，
土地局，公共事業・都市農村計画局，水文情
報研究所，チュラロンコン大学

パイロッ
ト事業へ
の参画

Asia Technology Industry，Bio Mat Link，
Quantum Motus，コア，サイアムヤマハモ
ーターロボティクス，東海クラリオン，トプ
コン，西尾レントオール，ヤンマーアグリ

本邦研修
への協力

国土地理院，情報通信研究機構，日本測量協
会，ジェノバ，セコム，ダイナミックマップ
プラットフォーム，ニコン・トリンブル　など
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2.　タイの電子基準点を一つにつなぐ

電子基準点はタイにも設置されていますが，政
府 5 機関及び大学等がそれぞれの使用目的に応じ
て独自に整備しており，取得したデータを共有で
きない状況となっていました。また，データは一
般公開されておらず，活用が限定的な状況でし
た。こうした状況を改善するため，タイ政府は

「電子基準点に係る国家データセンター（NCDC）」
を設置することを決定し，日本に協力を要請しま
した。NCDC で各機関等のデータを統合して補
正情報を配信することで，利用者はタイのどこで
もリアルタイムで，cm 精度の測位ができるよう
になります（図－ 2）。

本プロジェクトは，① NCDC からの安定的・
効果的な高精度測位データの配信に必要な運営維
持管理能力の強化，②民間セクターを含むさまざ
まな分野での高精度測位データの利活用促進を図
り，タイにおける関連産業の振興や新規ビジネ
ス・イノベーションの創出に寄与するものです。

タイの各機関の電子基準点を一つにつなぐ願い
を込めて，プロジェクトに TIGORS（TIe Gnss 
cORS in Thailand，タイガース）という愛称を付
け，日タイ関係者が一体となって取り組みました。

3.　�日本の技術と経験を基にした人材
育成

日本で電子基準点網の構築や高精度測位サービ
スの提供を経験した技術者が，安定運用に必要な
技術を NCDC の職員に移転しました。具体的に
は，電子基準点やサーバ，通信回線の調査，配信
ソフトウェアの調整，日本での失敗を含む障害対
応の事例紹介，ディスカッション等をオンライン
と対面で 100 回以上実施しました（写真－ 1）。

2022 年 3 月に補正情報の配信サービスを開始
した後は，日本で実践している「みなしローバー
法（電子基準点を利用者の GNSS 受信機とみな
して測位する方法）」による精度評価を OJT で職
員に定着させ，配信データを継続的にモニタリン
グできる基盤を構築しました。また，運営維持管
理に必要な業務のマニュアルを，日本人技術者の
支援の下，NCDC の職員自らが作成しました。

プロジェクト期間中には来日しての研修も 2 回
実施し，延べ 28 名の関係者が国土地理院，公益

図－ 2　タイ国家 CORSデータセンター（NCDC）

写真－ 1　技術移転の様子

電子基準点
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社団法人日本測量協会，国立研究開発法人情報通
信研究機構，民間企業等を訪問し，国家の測位イ
ンフラとしての電子基準点の重要性や実務の様子
を視察や講義によって学びました（写真－ 2）。

4.　�日タイ企業の協力を得て，高精度�
測位技術の有用性を確認

タイでは少子高齢化に伴う熟練技術者の減少が
進み，さまざまな産業における作業効率化や生産
性向上が課題となっています。本プロジェクトで
は，利活用促進活動の一環として，日本とタイ双
方の企業に協力いただき，測量，建設，農業，自
動運転の現場で NCDC を使ったパイロット事業
を実施しました。そして，その結果を基に NCDC
の有用性を PR するとともに，パイロット事業実
施者からのフィードバックを NCDC の改善に役
立てました。

建設分野のパイロット事業として，日本道路株
式会社及び THAI NIPPON ROAD CO., LTD. の
協力をいただき，西尾レントオール株式会社，株
式会社トプコンが，自動車テストコースの建設現
場の法面工事，整地工事，舗装工事に NCDC を
活用しました（写真－ 3）。その結果，タイにお
いても ICT 施工によって次の 2 点が期待できる
ことを確認しました。
①　作業時間の短縮

施工ワークフローにおいて法丁張・基準杭・ガ
イドラインの設置工程が不要となり，結果として
施工期間の短縮が期待できる。

②　作業安全性の向上
従来施工で必要な基準杭の設置作業がいらない

ため，作業員と建設機械の接触事故を回避するこ
とができる。また，COVID-19 のような感染症
対策として，作業員同士の接触機会を減らすこと
も可能である。結果として，建設現場の安全性の
向上が期待できる。

施工現場に官民の建設関係者を招待して「百聞
は一見に如かず」をキーワードに現場見学会を開
催し，高精度測位技術の重要性や ICT 施工のメ
リット，新技術の普及に係る政府による推進策の
必要性等を，デモンストレーションを交えて紹介
しました。運輸省高速道路局職員を含む 90 名超
が来場し，現地の土木コミュニティから日本の技
術が高く評価されました（写真－ 4）。

また，カセサート大学からの依頼で，同大学の
社会人向け土木講座にて，NCDC の職員及び西
尾レントオール，トプコン，Pasco（Thailand） 
Co., Ltd. の技術者が，現地の建設関連の政府職

写真－ 2　�日本の堅牢な電子基準点の構造と内部の
機器を視察している様子

写真－ 3　�三次元マシンコントロールによる整地作
業の様子

写真－ 4　現場見学会の様子
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員，土木学部の博士課程の講師及び学生，民間企
業の土木技術者ら 120 名超に対して，NCDC，
i-Construction，日本の ICT 施工技術，道路管理
における最新計測技術について講義とデモンスト
レーションを実施しました（写真－ 5）。

5.　TIGORS の成果

本プロジェクトの技術移転によって NCDC の
職員の能力が強化され，タイ語版マニュアルに基
づく運営維持管理が可能になりました。安定運用
の指標である電子基準点データの取得率は，目標
の 95% 以上を維持しています。また，8 件のパ
イロット事業の成功によって，NCDC が測位イ
ンフラとして機能することやその有用性を確認で
きました。

利活用促進については，プロジェクト期間中に
実施した 10 回以上の PR イベントや NCDC のウ
ェブサイトを通じて NCDC が関係者に広く認知
され，登録ユーザー数はプロジェクト終了時点で
2,000 を超えています。今後一層利用が広がるこ
とが期待されます（写真－ 6，7）。

このような取り組みや成果がタイ国家 GIS 委
員会及び GNSS 小委員会からも高く評価され，
2022 年 10 月に王立測量局長から，外国人では 2
例目として日本側プロジェクトメンバーに「名誉
航空写真ナビゲータ・バッジ」が授与されました

（写真－ 8）。

写真－ 5　講義後の集合写真（出典：カセサート大学�土木学部 Facebook）

写真－ 6　NCDCでのモニタリングの様子

写真－ 8　「名誉航空写真ナビゲータ・バッジ」の授与

写真－ 7　�農業パイロット事業の合同デモイベント
は日タイのメディアで広く紹介された
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6.　TIGORS は人もつなぐ

本プロジェクトの終了時に開催したセミナー
で，タイ政府 5 機関それぞれの代表者が「Way 
Forward」として NCDC のサービスの一層の改
善と利活用促進に向けた抱負を官民の来場者に向
けて力強く語りました。スピーチは，NCDC が
自機関の事業に不可欠な存在となっていることや
NCDC を使った将来展開などの具体例に加え
て，本プロジェクトの成果を活かして 5 機関が協
力しながら NCDC を持続発展させていくという
共通のメッセージが込められたオーナーシップが
感じられる内容でした。JICA 関係者や私たち日
本のメンバーに対する感謝の言葉も含まれてお
り，3 年半の間“One Team”で日タイ両メンバ
ーが一緒にプロジェクトに携わることができて良
かった，と改めて感じました（図－ 3）。

冒頭で紹介した多くの人々の熱意がタイの電子
基準点網を一つにしました。NCDC がタイの DX
を支えるインフラとして活用されていくことを願
っています。

読者の皆さまがタイで仕事をされる機会があり
ましたら，ぜひ NCDC をお使いください。最後
まで読んでいただき，ありがとうございました。

【参考】NCDC のウェブサイト：
https://ncdc.in.th/portal/apps/sites/#/ncdc-eng

図－ 3　日タイプロジェクトメンバー

建設マネジメント技術　　2025 年 2 月号 95

建マネ2502_12_JapaCon03_三.indd   95建マネ2502_12_JapaCon03_三.indd   95 2025/02/04   11:162025/02/04   11:16


